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序論

　

　

現在、日本では、毎年、２万人前後の方々が、自ら命を絶たれている。まじめに生きて
きて、何の罪もない人々だ。単純に考えると、毎日、６５人の方々が、自ら命を絶たれ
ていることになる。
　

現在、日本の社会では、やたらと、不審者情報や、犯罪予防が叫ばれている。もちろん、
私もそれには賛成だ。犯罪などない社会が望ましいからだ。そんなことは、誰でも思っ
ているだろう。一部の、例外を除いては。
　

そのうえで、日本の治安を見てみると、世界の中でも、驚くほどよい。もちろん、私は専
門家ではないし、海外事情に詳しいわけではない。よって、本や、マスメディア、ネッ
トでの情報に基づいていることを、ここで述べておく。
　

これだけ治安もよく、紛争も、テロもない、豊かな日本で、毎日、６５人もの方々が（ 単
純計算だが ）自ら命を絶たれている。少しおかしくはないだろうか。犯罪や、テロで、
日本人が、毎年２万人も死ぬだろうか。殺人事件が、２万件もあるだろうか。
　

犯罪の予防も大事だが、自殺予防は、現在の日本にとって最大の課題のひとであり、早
急な対策がとられてしかるべきであると、思料する。
　

自殺の原因は、いろいろ考えられる。学校・職場でのいじめ、パワハラ（ これは、職場
イジメのひとつだと思うが ）、差別、病気、借金などさまざまだとおもう。もちろん、尊
厳死や安楽死は自殺には含まれない。少なくとも私はそう思う。
　

自殺が、ニュースや裁判になるのは、氷山のほんの一角で、ニュースにならずに自殺な
さっている方々は大勢おられると思う。
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